
消防

安芸高田市消防本部・安芸高田消防署　☎42-0931・お太助フォン42-3952　　47-1191

住宅用火災警報器

開催日時

申込締切

お問い合わせ

1月15日（日）　9：00～12：00（筆記・実技試験を希望する方は13：00まで）

1月 8 日（日）

警防課　救急係　☎42-3952

心肺蘇生法、AED使用方法など

消防職員が訪問販売することはありません

必ず設置してください

詳しくは
市ホームページへ

〈 寝室が2階のみ 〉 〈 寝室が1階と2階 〉

〈 寝室が1階のみ 〉
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階段

寝室 寝室

階段
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寝室が2階にある場合は 階段の上部

階段上部
に設置

階段上部
に設置

寝室に
設置

寝室に
設置

長期間設置していると、ほこりなどで正常に検知しない場合があります。
定期的に点検用ボタンを押すか、ひもを引いて動作確認をしてください。

住宅用火災警報器の悪質な訪問販売が発生しています。住警器の購入場所や設置箇所などは、
消防本部に相談してください。　※消防本部では、住警器の販売や取付工事は行っていません。

住宅用火災警報器は定期的に点検してください 設置から
10年経過したら
取り換えましょう。

寝室に
設置

設置が義務付けられている場所

　住宅用火災警報器（住警器）は、火災予防
条例で全ての住宅への設置が義務付けられ
ています。住警器があると、火災にいち早く気
付いて逃げることができます。

　住警器を設置していない住宅に比べ死者
が50％減少するというデータもあり、本市で
も近年、住警器を設置していたことで命が助
かった事例があります。
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安芸高田市歴史民俗博物館

 学芸員 吉藤 妃花梨

｢博物館コレクション｣
第23回

シリーズ

毛利元就書状
（歴史民俗博物館蔵）
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